
第２号様式（第４条、第20条関係）（１面）（用紙 日本産業規格Ａ４縦長型） 

 

指 定 事 業 所 概 要 書 

業 種 産業廃棄物処分業 

指 定 作 業 の 種 類 
49 発電の作業 
51 資源の再生又は廃棄物の処理の作業 

指 定 作 業 の 工 程 別紙○参照 

主 要 な 生 産 品 及 び 

そ の 生 産 量 

主 要 な 生 産 品 生 産 量 

  

  

  

地 域 

（ 事 業 所 の 位 置 ） 

□ 第一種低層住居専用地域 

□ 第一種中高層住居専用地域 

□ 第一種住居地域 

□ 準住居地域 

□ 近隣商業地域 

□ 準工業地域 

□ 工業専用地域 

□ 第二種低層住居専用地域 

□ 第二種中高層住居専用地域 

□ 第二種住居地域 

□ 田園住居地域 

□ 商業地域 

□ 工業地域 
☑ その他の地域 

規 模 
資 本 金 事業所の従業員数 敷 地 面 積 建物の床面積 

○○○千円 ○人 ○○○○㎡ ○○○○㎡ 

敷
地
・
建
物
の
状
況

 
 

周 辺 の 状 況 別紙○参照 

敷 地 内 に お け る 
建 物 の 配 置 状 況 

別紙○参照 

建 物 の 構 造 鉄筋コンクリート、ALC板など 別紙○参照 

敷 地 の 境 界 線 別紙○参照 

建 物 工 事 の 種 類 
及 び 工 事 予 定 期 間 

☑新築 □増改築  令和○年○月○日から令和○年○月○日まで 

生コンクリートプラントを
設置する場合にあっては、
自動車の出入口の位置 

 

不飽和ポリエステル樹脂の
塗布の作業を行う場合にあ
っては、その作業の方法 

 

別表第１の51の項に掲げる施
設（廃棄物焼却炉を除く。）
において再生する資源又は処
理する廃棄物の種類及び量 

指定施設名 
再生する資源又は処理する 

廃棄物の種類 

１月当たりの 

再生量又は処理量 

   

   

   

別表第１の51の項に掲げる廃
棄物焼却炉において焼却する
廃棄物の種類及び量 

指定施設名 焼却する廃棄物の種類 
１日当たりの 

焼却量 

1号焼却炉 産業廃棄物 100t 

2号焼却炉 産業廃棄物 100t 

   

別表第１の68の項に掲げる指
定施設において保管する炭化
水素系物質の種類及び量 
 

指定施設名 炭化水素系物質の種類 保管量の上限 

   

   

   

 備考  □のある欄には、該当する□内にレ印を記入してください。 

条例別表第１を参照し、

事業所で行っている指定

作業の種類を全て記入し

てください。 

申請を行う指定作業につい

て一連の工程が分かるよう

に、指定施設だけでなく、

指定作業と密接に関連する

作業及び施設を含めて作成

してください。 

日本標準産業分類に

定める細分類を記入

してください。 

該当しない欄については、斜線を引いてください。 



 （２面） 

指 
 

 

定 
 

 

施 
 
 

設 

種 類 49(1)ガスタービン 51(15)廃棄物焼却炉 

事業所における施設番号等 GT-1 
1号焼却炉 
2号焼却炉 

型 式 ○○社製 ○○型 ●●社製 ●●型 

台 数 1 2 

規 模 又 は 能 力 7,640ℓ/h（3,000kw） 
4,167kg/h 

火格子面積 19.83㎡ 
発熱量：17,000 kJ/kg 

用 途 常用発電用 廃棄物の処理 

構 造 ・ 配 置 状 況 別紙○参照 別紙○参照 

燃

料

又

は

電

力 

種 類 灯油 

灯油 

(立上げ、立下げ、 
低質ごみ時のみ使用) 

燃  料 

中 の成
分 割 合 
（％） 

硫 黄 分 0.005 0.005 

窒 素 分 0 0 

総 発 熱 量 42,705kJ/kg 43.5MJ/kg 

通 常 時 の 使 用 量 7000ℓ/h 0ℓ/h 

原 材 料 

（排煙の
発生に影
響のある
ものに限
る。） 

種 類  産業廃棄物 

原材料中の成分割
合 （ ％ ） 

 
硫黄分：0.01% 
窒素分：0.50% 

１ 日 の 使 用 量  100t 

使用状況 

１ 日 の 使 用 時 間 6:00~21:00 24時間 

季 節 変 動 の 有 無 無 無 

原材料等の品目、用途及び使用量 

排 煙 指 定 物

質、排水指定

物質及び炭化

水素系特定物

質を含有する

もの 

品 目 用 途 
１月当たり
の 使 用 量 含 有 物 質 含 有 率 ( % ) 

アンモニア水 脱硝用 17280kg アンモニア 25 

     

     

     

     

     

     

     

    

条例施行規

則別表第１

の名称を記

入してくだ

さい。 

事業者が管

理のために

付している

番号等を記

入してくだ

さい。 

熱源として電力を

使用する場合は、

「電力」と記入し

てください。 

硫黄分、窒素

分及び燃焼に

伴う排煙指定

物質を排出す

る可能性のあ

る成分につい

て記入してく

ださい。 

指定施設及び関連する作業で使用する原材料等のうち、排

煙指定物質、排水指定物質及び炭化水素系特定物質を含有

する原材料等を記入してください。 

「型式」欄

以下が全て

同じ施設が

複数ある場

合は、まと

めて記入で

きます。 



（３面） 

その他のもの 

（主要なもの
に限る。） 

品 目 用 途 １ 月 当 た り の 使 用 量 

   

   

   

   

   

備考 １ 指定施設の種類の欄には、別表第１の施設の欄の施設名を記入してください。 

２ 事業所における施設番号等の欄には、事業所が管理のために付している番号又は記号を記入してくださ

ださい。 

３ 指定施設の原材料中の成分割合の欄には、硫黄分、窒素分及び燃焼に伴い排煙指定物質を排

を排出する可能性のある成分について、その割合を重量比・容量比の別を明らかにして記入し

入してください。 

４ 指定施設の熱源として電力を使用する場合は、種類の欄に「電力」と記入してください。 

 

 

指定施設及び関連する作業で使用する原材料等のうち、２面に記入しなかった原材

料等について、主要なものを記入してください。悪臭を発生するものや、地下浸透

禁止物質を含むものについて記入する場合、この欄を使用してください。 



（４面） 

用 
 

 

水 
 

 

量 

水 源 別
の 状 況 

総使用量 

水 源 別 内 訳 

工  業 
用 水 

水道水 地表水 地下水 海 水 
回 収 水 

その他 

淡 水 海 水 

210  10  200     

用 途 別
の 状 況 

総使用量 

用 途 別 内 訳 

ボイラ
ー用 

原料用 
製 品 処
理 ・ 洗
浄用 

直 接 
冷却用 

間 接 
冷却用 

温 度 
調整用 

生活水 その他 

(ｍ３/日) 210     200  10  

排
水
量 

排 水 の
種 類 別
状 況 

総 排 水 量 

産 業 排 水 

生 活 系 排 水 

工 程 排 水 間 接 冷 却 排 水 そ の 他 

(ｍ３/日) 10    10 

 
排 水 の 排 出 先 ☑ 公共下水道（ ☑ 分流式  □ 合流式 ） 

☑ 公共用水域（ ○○川        ） 

□ 地 下 浸 透      

□ そ の 他（              ） 

用 排 水 収 支 
バ ラ ン ス 

 

添付書類 

☑ 指定施設及び公害を防止するための装置の規模、能力及び構造を明らかにする図面及

び設計計算書 

☑ 指定施設及び公害を防止するための装置の配置図 

☑ 建築図面（平面図、立面図及び構造詳細図） 

☑ 敷地内における用水及び排水の系統図 

☑ 事業内容を説明する書類 

備考 １ □のある欄には、該当する□内にレ 印を記入してください。 

２ 排水の排出先の欄には、汚水等を別表第１の53の項に掲げる処理施設に排出する場合は、その

他の□内にレ 印を記入し、その排出先を（      ）内に記入してください。 

３ 用排水収支バランスの欄には、用水の種類別及び工程別の１日当たりの最大の使用量並びに排

水系統別の１日当たりの最大の排水量を記入してください。 

４ 添付書類の欄には、添付した書類については□内にレ印を記入してください。 

○○川 

指 定 事

業 所 か

ら 排 出

さ れ る

汚 水 に

つ い て

全 て 記

入 し て

く だ さ

い。 
産廃処理や共同処理施設で処理を行う場合または、一部を公共

用水域に排水している場合等は、その他に記入してください。 

パンフレット等を添付してください。 

汚水及び雨水の排

出先を記入。 


